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本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
題
目
で
あ
る
「
近
代
の
日
本
語
」
の
具
体
的
な
姿
に
関
す
る
お

話
は
、
こ
の
後
に
登
壇
さ
れ
る
先
生
方
に
お
任
せ
す
る
こ
と
と
し
て
、
私
は
、
本

日
の
露
払
い
的
な
役
割
と
し
て
、「
国
語
」
と
か
「
標
準
語
」
と
か
呼
ば
れ
る
近
代

の
規
範
的
・
標
準
的
な
「
日
本
語
」
が
制
定
さ
れ
て
い
く
動
き
と
、
そ
の
背
景
と
し

て
考
え
ら
れ
る
当
時
の
日
本
語
を
め
ぐ
る
諸
状
況
に
関
し
て
、
お
話
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

全
体
の
要
旨

最
初
に
、
全
体
の
要
旨
を
、
申
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
日
本
全
国
に
通
用
す
る
言
語
を
整
備
し
よ
う
と
い
う
考
え
は
、
明
治
の

ご
く
早
い
時
期
か
ら
唱
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国
家
の
言
語
と
し
て
の
「
国
語
」

「
標
準
語
」
の
制
定
を
求
め
る
動
き
が
具
体
化
・
本
格
化
す
る
の
は
、
世
紀
の
境
目

頃
、
明
治
二
〇
年
代
後
半
以
降
に
な
る
と
い
う
流
れ
を
お
話
し
し
ま
す
。

次
に
、
そ
の
時
期
に
「
国
語
」「
標
準
語
」
が
求
め
ら
れ
た
背
景
に
は
、
全
体
的

な
国
運
の
伸
張
と
、
そ
れ
に
伴
う
国
家
体
制
の
整
備
の
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
に
触

れ
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
教
育
の
普
及
が
あ
り
ま
す
。
初
等
教
育
が
か
な

講 
演 
「
標
準
語
」制
定
を
求
め
た
時
代
の
動
き
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り
の
程
度
普
及
し
た
の
に
伴
い
、
教
育
組
織
全
般

を
見
直
す
中
で
、
言
語
教
育
、
国
語
教
育
が
問
題

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
も
う
一
つ
、
い
わ
ゆ
る
版

図
拡
大
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
領
土
が
広
く
な
っ

て
い
き
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人
々
が
大
量

に
日
本
国
の
国
民
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の
人
た
ち

へ
の
「
国
語
」
教
育
の
問
題
が
出
て
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
外
国
人
が
日
本
の
中
で
自
由
に
住
ん
だ
り

商
売
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

内
地
雑
居
の
時
代
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
り
、
外
国

人
と
の
交
流
と
い
う
問
題
も
意
識
さ
れ
ま
す
。

続
い
て
、
そ
の
頃
に
活
動
し
た
国
立
機
関
で
あ

る
国
語
調
査
委
員
会
が
選
定
し
た
「
標
準
語
」
が
、

「
東
京
の
教
育
あ
る
人
々
の
言
葉
」、
す
な
わ
ち
、

地
域
と
し
て
の
「
東
京
」、
社
会
階
層
と
し
て
の

「
教
育
あ
る
人
々
」
が
用
い
る
言
語
で
あ
り
、
そ
れ

自
体
は
す
で
に
常
識
化
し
て
い
た
見
方
を
、
具
体
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的
な
調
査
に
よ
っ
て
裏
付
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
「
国
語
」「
標
準
語
」
観
に
は
、
被
支
配
者
、
当

時
の
報
告
書
で
は
「
土
人
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
植
民
地
の
人
た
ち
の
民
族
言
語
へ

の
顧
慮
と
尊
敬
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
趣
旨
の
指
摘
を
し
て
、
話
を
閉
じ
る
、
と

い
う
順
番
で
お
話
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
　
明
治
初
期
の「
通
語
」志
向

全
国
に
通
用
す
る
言
語
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
考
え
は
、
明
治
の
早
い
時
期
か

ら
見
ら
れ
ま
す
。

明
治
五（
一
八
七
二
）
年
に
、『
学
制
』
が
公
布
さ
れ
ま
す
。
序
文
に
当
た
る
「
学

事
奨
励
ニ
関
ス
ル
被
仰
出
書
」
で
の
「
邑
に
不
学
の
戸
な
く
、
家
に
不
学
の
人
な
か

図1　「学事奨励ニ関スル被仰出書」   
（国立国会図書館  蔵）

ら
し
め
ん
事
を
期
す
」
と
い
う
文
言
で
知
ら
れ
て
い
る
「
学
制
」
で
す
。

（
な
お
、
図
1
で
は
、「
邑
」
の
右
側
に
「
い
ふ（
ユ
ー
）」、
左
に
「
む
ら
」
と
い

う
よ
う
に
、
漢
字
の
左
右
に
振
り
仮
名
が
つ
く
、
両
ル
ビ
と
い
う
も
の
が
見
ら
れ

ま
す
。）

集
権
的
な
教
育
体
制
を
整
備
し
、
国
民
皆
学
を
目
指
し
た
こ
の
制
度
で
は
、
小

学
校
科
目
の
中
に
、「
会
話
科
」（「
こ
と
ば
づ
か
い
」
と
読
ま
せ
て
い
ま
す
）
と
い

う
教
科
が
置
か
れ
ま
す
。
こ
れ
を
置
い
た
狙
い
に
つ
い
て
、
当
時
の
文
部
少
丞

（
今
で
い
う
本
省
の
課
長
ク
ラ
ス
に
あ
た
る
）
西に
し

潟か
た

訥と
つ（
一
八
三
八
〜
一
九
一
五
）

が
、
次
の
よ
う
に
「
説
諭
」
し
て
い
ま
す
。

我
日
本
ノ
国
タ
ル
東
西
僅
ニ
六
百
里
﹇
…
…
﹈
言
語
相
通
ゼ
ザ
ル
、
カ
ク
ノ

如
キ
モ
ノ
ハ
他
ナ
シ
。
従
前
会
話
ノ
学
ナ
キ
ガ
故
ナ
リ
。
方
今
吏
務
ヲ
奉
ズ

ル
モ
ノ
、
或
ハ
西
ヨ
リ
東
ニ
赴
キ
、
或
ハ
東
ヨ
リ
西
ニ
詣
リ
、
事
ヲ
訊
ヒ
訟

ヲ
聴
ク
ニ
、
言
語
通
ゼ
ザ
ル
ア
レ
バ
、
情
実
審
カ
ニ
シ
難
ク
、
猶
外
国
ニ
至

ル
ガ
如
シ
。
其
不
便
モ
亦
以
テ
知
ル
ベ
キ
ノ
ミ
。
故
ニ
辺
陬
僻
遠
ノ
小
学
ニ

在
テ
ハ
、
必
十
分
会
話
ノ
課
ヲ
授
ク
ル
ヲ
要
ス
ベ
シ
。﹇
…
…
﹈
遂
ニ
正
韻
通

語
ヲ
得
ル

（
ち
な
み
に
、
こ
の
「
言
語
相
通
ゼ
ザ
ル
」
の
「
言
語
」
と
い
う
言
葉
を
、
明
治
初
期

に
「
げ
ん
ぎ
ょ
」
と
読
ん
だ
の
か
、「
ご
ん
ご
」「
げ
ん
ご
」
と
読
ん
だ
の
か
は
、
面

倒
な
問
題
で
す
。
こ
れ
だ
け
で
三
〇
分
ほ
ど
か
か
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
そ

う
い
っ
た
話
は
一
切
抜
き
に
し
ま
す
。）

余
談
を
言
え
ば
、
西
潟
は
、
も
う
三
〇
年
近
く
も
前
に
な
り
ま
す
が
、
井
上
ひ

さ
し
が
書
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ『
國
語
元
年
』（
一
九
八
五
年
放
送
）の
主

人
公
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
人
物
で
す
。
た
だ
し
、
こ
の
方
、
ド

ラ
マ
の
主
人
公
の
よ
う
な
悲
惨
な
結
末
と
は
な
ら
ず
、
そ
の
後
も
順
調
な
人
生
を
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送
り
ま
す
。

学
制
は
明
治
五（
一
八
七
二
）
年
に
出
ま
す
が
、
そ
れ
と
前
後
し
て
、「
廃
藩
置

県
」「
徴
兵
令
」「
地
租
改
正
」
が
矢
継
ぎ
早
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策

に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
半
ば
地
方
分
権
的
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
の
幕
藩
体
制

を
否
定
し
、
中
央
集
権
的
な
行
政
を
目
指
す
、
と
い
う
明
治
政
府
の
志
向
で
す
。

学
制
も
そ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
中
央
集
権
的
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

い
く
上
で
、
全
国
の
方
言
差
が
大
き
い
と
い
う
現
実
は
、
中
央
か
ら
地
方
に
派
遣

さ
れ
て
「
吏
務
ヲ
奉
ズ
ル
」
政
府
の
役
人
に
と
っ
て
「
不
便
」
で
あ
る
か
ら
、
標
準

的
な
言
語
を
教
育
に
よ
っ
て
普
及
し
た
い
、
と
い
う
の
が
、「
通
語
」
教
育
の
大
き

な
狙
い
で
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、「
会
話
」
科
用
の
教
科
書
な
ど
も
、
文
部
省
自
ら
の
手
に
よ
っ

て
編
纂
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
試
み
は
、
結
果
と
し
て
短
期
間
で
頓
挫
し
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
い
く
つ
か
理
由
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
当
時
、
学
校
教
育
は
文

章
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
話
し
言
葉
の
教
育
な
ど
は
要
ら

な
い
、
と
い
う
学
界
・
教
育
界
の
無
理
解
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
後
に
東
京

帝
国
大
学
教
授
に
な
る
黒
川
真
頼
と
い
う
人
は
、「
小
学
教
授
書
に
つ
き
て
の
論
」

（
一
八
七
三
年
）の
中
で
、「
サ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
、
カ
ウ
デ
ア
リ
マ
ス
な
ど
い
ふ
詞
は

教
ふ
る
に
及
ば
ず
。
自
然
に
そ
の
土
に
な
ら
は
し
あ
り
て
、
聞
を
ぼ
へ
言
を
ぼ
ゆ
る

も
の
な
り
。
何
ぞ
こ
れ
を
普
通
に
教
ふ
べ
き
も
の
と
せ
む
」
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
不
足
も
あ
り
ま
し
た
。
学
制
で
は
、
全
国
を
八
大

区
（
後
に
七
大
区
）
に
分
け
、
各
大
区
に
三
二
中
区
、
各
中
区
に
二
一
○
小
区
を
置

き
、
各
区
に
大
学
校
、
中
学
校
、
小
学
校
を
設
け
る
と
い
う
大
変
な
シ
ス
テ
ム
を

計
画
し
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
設
立
さ
れ
た
大
学
は
、
や
っ
と
東
京
に
一
つ
、

そ
れ
も
旧
幕
府
の
諸
機
関
の
掻
き
集
め
で
し
た
し
、
小
学
校
の
多
く
は
、
寺
子
屋

等
を
転
用
し
た
も
の
で
し

た
。し

か
し
、
何
よ
り
も
、
こ

こ
で
教
え
た
か
っ
た
肝
心
の

「
通
語
」
の
中
身
に
つ
い
て
の

共
通
理
解
・
具
体
像
が
確
立

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、

大
き
な
原
因
で
し
た
。

（
こ
こ
で
、
ち
ょ
っ
と
寄

り
道
を
し
て
お
き
ま
す
。
西

潟
は
「
東
西
僅
ニ
六
百
里
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
東
西

二
千
キ
ロ
ほ
ど
し
か
な
い
小
さ
い
日
本
の
国
で
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
日

本
は
、
東
西
南
北
の
広
が
り
で
言
う
と
意
外
に
広
い
。
図
2
は
同
じ
縮
尺
で
日

本
地
図
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
図
に
か
ぶ
せ
た
も
の
で
す
が
、
我
々
の
知
っ
て
い
る
西

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
域
を
カ
バ
ー
す
る
く
ら
い
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
い

く
つ
も
の
島
に
分
か
れ
て
い
て
、
島
の
な
か
に
山
や
ら
川
や
ら
あ
り
ま
す
の
で
、

も
っ
と
多
様
な
言
語
に
な
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
そ

の
ほ
う
が
自
然
で
な
い
か
、
と
さ
え
思
え
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
は
、
日

本
語
が
日
本
列
島
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
そ
ん
な
に
古
く
な
い
か
ら
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
学
者
も
い
る
く
ら
い
で
す
。）

図2　日本とヨーロッパの広さの比較 
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二
　「
国
語
」「
標
準
語
」制
定
へ
の
具
体
的
な
動
き

さ
て
、
世
紀
の
境
目
近
く
、
明
治
二
○
年
代
後
半
以
降
に
な
る
と
、
国
家
の
言

語
と
し
て
の
「
国
語
」「
標
準
語
」
の
制
定
を
求
め
る
動
き
が
本
格
化
し
ま
す
。
そ

の
旗
振
り
役
が
、
上う
え

田だ

万か
ず

年と
し

で
す
。
た
だ
し
、
本
人
は
ロ
ー
マ
字
でM

annen

と

署
名
し
て
い
ま
す
の
で
、「
ま
ん
ね
ん
」
と
呼
ん
だ
ほ
う
が
よ
い
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
彼
が
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
に
行
っ
た
演
説
「
国
語
と
国
家
と
」
で
、

世
間
す
べ
て
の
人
は
、
華
族
を
見
て
帝
室
の
藩
屛
た
る
こ
と
を
知
る
。
し

か
も
日
本
語
が
帝
室
の
忠
臣
、
国
民
の
慈
母
た
る
事
に
い
た
り
て
は
、
知
る

者
却
り
て
稀
な
り
。﹇
…
…
﹈
或
は
い
は
ん
、
国
語
に
対
す
る
手
入
れ
は
充

分
な
さ
れ
居
ら
ず
や
と
、
予
は
こ
の
答
に
向
ひ
て
否
と
の
早
答
を
与
ふ
る

﹇
…
…
﹈
国
家
の
な
す
べ
き
所
を
実
行
し
、
其
尊
厳
を
維
持
す
べ
き
は
、
国
家

の
義
務
な
れ
ば
な
り
。

と
、
主
張
を
し
ま
す
。

上
田
は
、
帝
大
を
卒
業
後
、
明
治
二
四
〜
二
七
（
一
八
九
一
〜
九
四
）
年
、
当
時

の
言
語
学
研
究
の
中
心
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
帰
国
後
す
ぐ

に
帝
大
教
授
と
な
り
ま
す
。
彼
は
、「
国
語
と
国
家
と
」
に
続
け
て
、「
国
語
研
究

に
就
き
て
」「
標
準
語
に
就
き
て
」
を
次
々
に
発
表
し
、
そ
れ
ら
を
『
国
語
の
た
め
』

と
い
う
本
に
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。
東
京
帝
国
大
学
に
国
語
研
究
室
を
創
設
し
て

国
語
の
研
究
教
育
指
導
に
当
た
る
と
と
も
に
、
文
部
省
の
専
門
学
務
局
長
を
兼
任

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
後
に
で
き
る
国
語
調
査
委
員
会
の
主
事
か
つ
主
査
委
員
に
も

就
任
し
、
国
語
に
関
す
る
研
究
と
施
策
と
を
主
導
す
る
存
在
に
な
り
ま
す
。

図
3
上
は
、
三
〇
歳
そ
こ
そ
こ
の
上
田
の
肖
像
写
真
で
す
。
図
3
下
は
、『
国
語

の
た
め
』
の
扉
で
す
（「
国
語
は
帝
室
の
藩
屏
な
り
」
の
「
藩
屏
」
は
、「
囲
い
」「
守

り
」
と
い
う
意
味
で
す
）。

こ
の
頃
、
一
般
に
も
、「
国
語
改
良
」「
国
語
統
一
」
と
い
っ
た
考
え
が
打
ち
出
さ

れ
、
国
会
建
議
（
議
院
か
ら
政
府
に
対
し
て
の
要
望
）
も
な
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ

の
一
つ
、
加
藤
弘
之
（
一
八
三
六
〜
一
九
一
六
）
ら
が
提
案
し
た
「
国
字
国
語
国
文

ノ
改
良
ニ
関
ス
ル
建
議
」（
明
治
三
三（
一
九
○
○
）
年　

貴
族
院
で
修
正
可
決
）
で

は
、
日
本
語
で
の
文
字
と
語
彙
と
文
章
と
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
あ
る
の
で
、
学
童

児
童
は
こ
の
言
語
文
字
の
学
習
の
た
め
に
学
校
生
涯
の
大
半
を
無
駄
遣
い
し
て
し

ま
う
。
こ
れ
で
は
世
界
で
の
競
争
に
つ
い
て
い
け
な
い
の
で
、「
国
字
国
語
国
文
ノ

改
良
」
は
国
家
の
事
業
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
政
府
は
そ
れ
を
や
り
な

さ
い
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、「
文
部
大
臣
ノ
監
督
ニ
属
シ
国
語
ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
調
査
」
す

る
た
め
の
専
門
機
関
で
あ
る
「
国
語
調
査
委
員
会
」
が
発
足
し
ま
す
。
明
治
三
五

（
一
九
〇
二
）
年
三
月
の
こ
と
で
す
。
委
員
長
は
、
さ
き
ほ
ど
の
改
良
建
議
を
出

し
た
加
藤
弘
之
。
長
く
東
大
総
長
を
務
め
た
人
物
で
す
。
委
員
の
中
に
は
、
嘉

納
治
五
郎
（
一
八
六
〇
〜
一
九
三
八
）
が
い
て
、
こ
う
い
う
と
き
は
文
化
人
が
選

ば
れ
る
の
か
と
思
わ
れ
ま
し
ょ
う
が
、
彼
は
、
講
道
館
柔
道
と
並
ん
で
、
学
校
教

育
、
特
に
英
語
教
育
に
も
尽
力
し
、
当
時
は
東
京
高
等
師
範
の
校
長
を
務
め
て
い

図3　上：30歳頃の上田
万年、下：『国語のため』扉 
（国立国会図書館  蔵）
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ま
し
た
。
さ
ら
に
、
哲
学
者
の
井
上
哲
次
郎
（
一
八
五
六
〜
一
九
四
四
）、
上
田
の

盟
友
で
あ
っ
た
文
部
官
僚
の
澤
柳
政
太
郎
（
一
八
六
五
〜
一
九
二
七
）
ら
が
当
初

委
員
で
、
上
田
も
、
事
務
を
束
ね
る
主
事
と
研
究
上
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
主
査
委
員

を
兼
ね
て
入
っ
て
い
ま
す
。
国
語
辞
書
『
言
海
』
で
有
名
な
大
槻
文
彦
（
一
八
四
七

〜
一
九
二
八
）
が
、
上
田
と
並
ん
で
主
査
に
な
っ
て
い
ま
す
。
後
に
、
芳
賀
矢
一

（
一
八
六
七
〜
一
九
二
七
）、
金
沢
庄
三
郎
（
一
八
七
二
〜
一
九
六
七
）、
藤
岡
勝
二

（
一
八
七
二
〜
一
九
三
五
）
ら
が
加
わ
り
ま
す
。

図
4
は
、
国
語
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
引
い
た
も
の
で
す
が
、
中
央
に

座
る
の
が
大
槻
、
そ
の
向
か
っ
て
右
隣
で
頬
杖
を
つ
い
て
い
る
の
が
上
田
で
す
。

上
田
の
隣
に
は
後
に
『
広
辞
苑
』
で
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
新
村
出
（
一
八
七
六
〜

一
九
六
七
）、
右
端
に
は
長
く
国

語
施
策
に
関
わ
っ
て
い
く
保
科
孝

一（
一
八
七
二
〜
一
九
五
五
）
が

座
っ
て
い
ま
す
。
新
村
も
保
科
も

上
田
の
教
え
子
で
、
新
村
は
未
だ

二
〇
代
後
半
、
保
科
は
三
〇
代
に

な
っ
た
ば
か
り
の
頃
で
し
ょ
う
。

三
　「
国
語
」「
標
準
語
」

　
　
制
定
の
背
景

こ
う
し
て
「
国
語
」「
標
準
語
」

制
定
へ
の
動
き
が
強
ま
る
世
紀
の

境
目
の
頃
は
、
全
体
的
な
国
運
の

伸
張
と
国
家
体
制
の
整
備
の
時
期
で
も

あ
り
、
そ
れ
が
、
新
た
な
「
国
語
」「
標

準
語
」
を
求
め
る
時
代
的
な
背
景
と
も

な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ

う
な
事
情
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
教
育
の
普
及
に
よ
る
教
育

組
織
全
般
の
見
直
し
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
図
5
は
就
学
率
の
推
移
を

表
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
正
確
な
人
口

は
、
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
る
一
九
二
〇

年
以
降
で
な
い
と
わ
か
ら
ず
、
そ
れ

以
前
は
あ
る
種
の
つ
か
み
勘
定
で
す
か

ら
、
何
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
っ
て
も
ど
こ

ま
で
信
用
で
き
る
か
問
題
で
す
が
、
学

制
が
行
わ
れ
て
当
分
の
あ
い
だ
は
、
就

学
率
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
推
移

し
ま
す
。
当
時
の
世
界
と
し
て
は
か

な
り
高
い
就
学
率
で
す
が
、
国
民
皆
学
に
は
ほ
ど
遠
い
状
態
で
し
た
。
し
か
し
、

一
八
九
〇
年
代
、
す
な
わ
ち
明
治
二
〇
年
代
半
ば
か
ら
急
速
に
伸
び
、
九
〇
パ
ー

セ
ン
ト
台
に
迫
っ
て
い
き
ま
す
。

国
民
皆
学
の
実
現
を
に
ら
ん
で
、
明
治
三
三（
一
九
〇
〇
）
年
、
小
学
校
の
基

本
法
規
で
あ
る
『
小
学
校
令
』
が
改
定
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
う
『
小
学
校
令
施
行

規
則
』
で
は
、
そ
れ
ま
で
「
読
み
方
」
と
か
「
綴
り
方
」
と
か
に
分
か
れ
て
い
た
諸

科
目
が
、「
国
語
」
科
と
い
う
名
称
で
初
め
て
統
一
さ
れ
ま
す
。
こ
の『
施
行
規
則
』
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図4　国語調査委員会の面 （々国立国語研究所HPより）

図５　小学校就学率の推移



9 講 演‖「標準語」制定を求めた時代の動き

で
は
、
小
学
校
で
教
え
る
べ
き
漢
字
の
制
限
、
字
音
仮
名
遣
（
漢
語
に
関
す
る
仮

名
遣
）
で
の
表
音
式
仮
名
遣
の
採
用
、
仮
名
字
体
の
一
本
化
（
変
体
仮
名
の
廃
止
）

と
い
う
、
国
語
教
育
・
国
語
施
策
史
上
、
き
わ
め
て
重
要
で
画
期
的
な
方
針
も
示

さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
四
年
後
の
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
検
定
教

科
書
に
代
わ
り
、
文
部
省
が
自
ら
編
纂
し
た
『
尋
常
小
学
読
本
』
を
全
国
の
小
学

校
で
一
律
に
使
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

の
国
定
読
本
で
用
い
ら
れ
る
語
彙
・
語
法

は
、
そ
の
後
の
「
国
語
」「
標
準
語
」
に
決

定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
と
な
る

の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
つ
、
版
図
拡
大
に
よ
っ
て
、
日

本
語
を
母
語
と
し
な
い
多
く
の
人
々
が

日
本
国
民
と
な
り
、
彼
ら
に
対
す
る
「
国

語
」
教
育
の
必
要
が
増
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
図
6
の
グ
ラ
フ
で
、「
内
地
人
口
」

と
「
総
人
口
」
の
差
に
あ
た
る
部
分
が
、

版
図
拡
大
に
よ
り
、
新
た
な
日
本
国
民
に

な
っ
た
台
湾
・
朝
鮮
の
人
々
の
数
に
、
ほ

ぼ
相
当
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
日

本
語
で
は
な
い
言
語
を
、
自
分
の
母
語
と

し
て
持
っ
て
い
た
人
た
ち
で
す
。

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
、
日
清

戦
争
の
結
果
、
台
湾
が
日
本
領
に
な
り

ま
す
。
す
ぐ
に
国
語
教
育
が
重
要
な
課
題
と
さ
れ
、
日
本
語
を
勉
強
す
る
た
め

の
日
本
語
伝
習
所
（
後
に
国
語
伝
習
所
）
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
少
し
後
の
大
正
八

（
一
九
一
九
）
年
に
発
布
さ
れ
た
『
台
湾
公
学
校
令
』
で
も
、「
徳
教
ヲ
施
シ
実
学
ヲ

授
ケ
、
以
テ
国
民
的
性
格
ヲ
養
成
シ
、
同
時
ニ
国
語
ニ
精
通
セ
シ
ム
」
こ
と
を
、

教
育
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
を
経
て
、
朝
鮮
半
島
へ
の
影
響
力
を
強
め
、
遂

に
は
、
明
治
四
三（
一
九
一
〇
）
年
、
日
韓
併
合
が
行
わ
れ
ま
す
。
初
代
・
朝
鮮
総

督
の
寺
内
正
毅
に
よ
る
「
諭
告
」（
一
九
一
一
年
）
で
は
、「
国
語
ノ
普
及
奨
励
ハ
朝

鮮
教
育
令
ノ
眼
目
」
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
少
し
後
と
な
り
ま
す
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
大
正
一
一

（
一
九
二
二
）
年
以
降
、
南
洋
諸
島
を
委
任
統
治
す
る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
、
現
在
で
は
あ
ま
り
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
内
地
雑

居
の
問
題
も
、
当
時
の
人
々
に
は
深
刻
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ

る
「
開
国
」
後
も
、
徳
川
幕
府
は
外
国
人
に
対
す
る
居
留
制
限
を
続
け
、
明
治
政

府
も
そ
れ
を
継
承
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
治
外
法
権
の
撤
廃
と
引
き
換
え

に
内
地
雑
居
を
認
め
る
『
日
英
通
商
航
海
条
約
』
が
締
結
さ
れ
（
一
八
九
四
年
）、

五
年
後
の
明
治
三
二（
一
八
九
九
）
年
に
発
効
す
る
と
同
時
に
、
外
国
人
が
日
本
国

内
で
自
由
に
居
住
・
旅
行
す
る
こ
と
が
制
度
的
に
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
活
発
化
さ
れ
る
外
国
人
と
の
交
流
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
言
語
を
用
い

る
か
、
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
時
期
の
無
視
で
き
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
た
の
で

す
。ま

た
も
上
田
を
登
場
さ
せ
れ
ば
、
彼
は
、「
内
地
雑
居
後
に
於
け
る
語
学
問
題
」

（
一
九
〇
〇
年
）
と
い
う
論
文
の
中
で
、
面
白
い
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
一
日
も

早
く
東
京
語
を
標
準
語
と
せ
よ
、
と
の
主
張
を
繰
り
返
す
の
と
同
時
に
、「
国
語
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を
重
ん
ず
る
と
共
に
外
国
語
を
奨
励
す
べ
き
」
と
い
う
議
論
も
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
人
は
外
国
語
を
も
っ
と
勉
強
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

四
　
国
語
調
査
委
員
会
が
示
し
た「
標
準
」

さ
て
、
明
治
三
五（
一
九
○
二
）
年
四
月
に
発
足
し
た
国
語
調
査
委
員
会
は
、
早

く
も
同
年
七
月
初
め
に
は
「
国
語
調
査
委
員
会
決
議
事
項
」
を
発
表
し
、「
文
字
ハ

音
韻
文
字
（「
フ
ォ
ノ
グ
ラ
ム
」）
ヲ
採
用
ス
ル
コ
ト
ヽ
シ
仮
名
羅
馬
字
等
ノ
得
失
ヲ

調
査
ス
ル
コ
ト
／
文
章
ハ
言
文
一
致
体
ヲ
採
用
ス
ル
コ
ト
ヽ
ト
シ
是
ニ
関
ス
ル
調

査
ヲ
為
ス
コ
ト
／
国
語
ノ
音
韻
組
織
ヲ
調
査
ス
ル
コ
ト
／
方
言
ヲ
調
査
シ
テ
標
準

語
ヲ
選
定
ス
ル
コ
ト
」
の
四
件
を
、「
向
後
調
査
ス
ベ
キ
主
要
ナ
ル
事
業
」
だ
と
宣

言
し
ま
す
。

（
こ
れ
に
続
け
て
、「
普
通
教
育
ニ
於
ケ
ル
目
下
ノ
急
」
に
応
ず
る
た
め
、「
漢
字

節
減
／
現
行
普
通
文
体
ノ
整
理
／
書
簡
文
其
他
日
常
慣
用
ス
ル
特
殊
ノ
文
体
／
国

語
仮
名
遣
／
字
音
仮
名
遣
／
外
国
語
ノ
写
シ
方
」
に
つ
い
て
も
、
別
に
調
査
す
る

と
付
け
加
え
て
い
ま
す
。）

音
韻
文
字
の
採
用
（
す
な
わ
ち
漢
字
の
廃
止
）
と
い
い
、
言
文
一
致
体
の
採
用

（
漢
文
訓
読
調
や
候
文
を
捨
て
る
）
と
い
い
、
国
語
国
字
問
題
の
根
幹
に
関
わ
る
革

新
的
な
基
本
方
針
を
、
活
動
開
始
早
々
に
決
定
で
き
た
の
は
、
こ
の
委
員
会
が
初

め
か
ら
そ
う
し
た
考
え
を
持
つ
人
々
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
事
実
、
委
員
長
と
な
っ
た
加
藤
弘
之
は
「
国
字
国
語
国
文
ノ
改
良
」

建
議
の
発
議
者
で
し
た
し
、
主
事
・
主
査
委
員
の
上
田
万
年
、
主
査
委
員
の
大
槻

文
彦
を
は
じ
め
、
委
員
の
多
く
が
国
語
改
良
論
者
で
し
た
。

国
語
調
査
委
員
会
は
、
基
本
方
針
に
掲
げ
た
通
り
、
日
本
語
の
音
韻
組
織
や
方

言
を
調
査
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
標
準
語
を
選
定
す
る
こ
と
を
主
目
標
に
、
世
界

的
に
見
て
も
先
駆
的
な
全
国
方
言
調
査
を
展
開
し
ま
す
。
加
え
て
、
日
本
語
の
歴

史
に
関
す
る
記
述
的
な
調
査
も
推
進
し
、
そ
の
後
の
日
本
語
研
究
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
〇
年
ほ
ど
活
動
し
た
後
の
大
正
二（
一
九
一
三
）
年
、
行
政
整
理
の

あ
お
り
を
受
け
、
廃
止
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
先
の
四
つ
の
目
標
を

完
遂
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
廃
止
後
に
出
さ
れ
た
『
口
語
法
』『
口
語

法
別
記
』（
大
正
五
、六
（
一
九
一
六
、一
七
）
年
）
が
、
結
果
と
し
て
、
こ
の
委
員
会

が
「
標
準
語
」
を
ど
う
と
ら
え
て
い
た
の
か
を
示
す
最
終
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

『
口
語
法
』
冒
頭
の
「
例
言
」
に
は
、「
主
ト
シ
テ
今
日
東
京
ニ
於
テ
専
ラ
教
育
ア

ル
人
々
ノ
間
ニ
行
ハ
ル
ヽ
口
語
ヲ
標
準
ト
シ
テ
案
定
シ
」
と
あ
り
、「
東
京
」
と
い

う
地
域
の
、「
教
育
あ
る
人
々
」
と
い
う
社
会
階
層
の
言
葉
を
「
標
準
」
と
す
る
立

場
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
参
考
資
料
と
し
て
書
か
れ
た
『
別
記
』
の
「
端
書
」
で
は
、
も
っ
と
露
骨
な

表
現
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
各
地
の
方
言
の
う
ち
、「
辺
鄙
の
方
言
わ
、
採
る

こ
と
わ
出
来
ぬ
か
ら
、
東
京
方
言
か
京
都
方
言
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」、
候
補
は

最
初
か
ら
東
京
か
京
都
だ
け
だ
と
し
た
上
で
、「
東
京
わ
、
今
わ
、
皇
居
も
あ
り
、

政
府
も
あ
る
所
で
、
全
国
中
の
者
が
、
追
々
、
東
京
言
葉
を
真
似
て
つ
か
う
よ
う

に
な
つ
て
来
て
居
る
か
ら
、
東
京
言
葉
を
、
日
本
国
中
の
口
語
の
目
当
と
す
る
が

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
」
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
っ
た
ら
何
を

今
さ
ら
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
の
背
景
に
は
、
ま
だ
京
都
の
言
葉
の
ほ
う
が
よ
い

言
葉
だ
と
い
う
意
識
が
、
委
員
自
身
や
国
民
の
中
に
残
っ
て
い
て
、
そ
れ
と
あ
え

て
東
京
の
言
葉
と
ぶ
つ
け
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
東
京
の
言
葉
を
勝
利
さ
せ
よ

う
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、「
東
京
言
葉
と
云
つ
て
も
、
賎
し
い
者
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に
わ
、
訛
が
多
い
か
ら
、
そ
れ
わ
採
ら
れ
ぬ
」
と
続
き
ま
す
。

（
図
7
を
見
て
お
気
づ
き
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
助
詞
の
「
○
○
は
」
を
「
わ
」
と

書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
国
語
調
査
委
員
会
が
や
り
た
か
っ
た
仮
名
遣
で
す
。

よ
り
表
音
的
な
仮
名
遣
と
し
て
、
こ
う
い
う
も
の
を
本
当
は
や
り
た
か
っ
た
の
で
、

そ
れ
で
書
い
て
い
る
わ
け
で
す
。）

東
京
の
言
葉
を
標
準
語
の
基
準
と
す
る
考
え
方
は
、
国
語
調
査
委
員
会
独
自
の

も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
標
準
語
論
者
が
多
く
採
っ
て
い
た
立
場
で
す
。
上
田
万

年
の
「
標
準
語
に
就
き
て
」（
一
八
九
五
年
）
で
も
、「
東
京
語
が
他
日
其
名
誉
を
享

有
す
べ
き
資
格
を
供
ふ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
一
期
の『
尋
常
小
学
読

本
編
纂
趣
意
書
』
に
は
、「
用
語
ハ
主
ト
シ
テ
東
京
ノ
中
流
社
会
二
行
ハ
ル
ル
モ
ノ図７　『口語法別記』端書（国立国会図書館  蔵）

ヲ
取
り
、
カ
ク
テ
国
語
ノ
標
準
ヲ
知
ラ
シ
メ
、
其
統
一
ヲ
図
ル
ヲ
」
と
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
に
出
た
第
二
期
の
趣
意
書
で
も
、「
口
語
ハ
略

東
京
語
ヲ
以
テ
標
準
語
ト
セ
リ
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
語
調
査
委
員
会
『
口
語

法
』『
口
語
法
別
記
』
の
独
創
的
な
価
値
は
、
そ
う
し
た
既
に
常
識
化
し
て
い
た
標

準
語
観
や
提
示
さ
れ
る
語
法
自
体
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
よ
り
説
得
的
に
す
る
た

め
、
全
国
の
具
体
的
な
方
言
を
実
際
に
調
査
し
て
、
こ
の
よ
う
な
東
西
対
立
の
分

布
が
あ
る
と
か
、
古
い
文
献
を
実
際
に
調
査
を
し
て
、
こ
の
言
い
方
は
歴
史
的
な

背
景
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

な
お
、
国
語
調
査
委
員
会
が
示
し
た
国
語
改
良
へ
の
志
向
は
、
そ
の
後
も
、
臨

時
国
語
調
査
会
（
大
正
一
○
（
一
九
二
一
）
年
発
足
）
や
国
語
審
議
会
（
昭
和
九

（
一
九
三
四
）
年
発
足
）
に
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
昭
和
二
一（
一
九
四
六
）
年
の
国
語
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
の
内
閣
告
示

「
当
用
漢
字
」「
現
代
か
な
づ
か
い
」
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
新
字
・
新
か
な

は
、
戦
後
、
唐
突
に
考
え
出
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

五
　「
国
語
」「
標
準
語
」に
欠
落
し
た
視
点

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
視
点
か
ら
指
摘
を
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

明
治
維
新
以
降
の
近
代
日
本
の
歴
史
は
、
日
本
語
以
外
の
民
族
言
語
を
持
つ

人
々
と
彼
ら
の
暮
ら
す
地
域
と
を
、
日
本
の
中
に
組
み
入
れ
て
い
く
歴
史
で
し
た
。

そ
れ
は
同
時
に
、
彼
ら
の
民
族
語
を
否
定
し
て
、「
国
語
」
に
よ
る
教
化
が
展
開
さ

れ
て
い
っ
た
歴
史
で
も
あ
り
ま
し
た
。

北
の
蝦
夷
地
は
、
明
治
維
新
の
直
後
に
北
海
道
と
名
付
け
ら
れ
、
そ
こ
に
住
ん
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「
台
湾
朝
鮮
が
、
御
国
の
内
に
入
つ
て
、
其
土
人
を
御
国
の
人
に
化
す
る
よ
う

に
す
る
に
わ
、
御
国
の
口
語
を
教
え
込
む
の
が
一
番
で
あ
る
。
そ
れ
に
就
い
て
も
、

口
語
に
、
一
定
の
規
則
が
立
つ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
口
語
法
わ
、
実
に
、
今
の

世
に
、
必
用
な
も
の
で
あ
る
」。

こ
こ
に
は
、
被
支
配
者
（「
土
人
」）
達
の
民
族
言
語
に
対
す
る
顧
慮
と
尊
敬
の
念

が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
れ
を
擁
護
し
て
言
え
ば
、
現
在
の
我
々
が
研
究
費
を
取
ろ
う
と
思
う
と
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
今
日
こ
そ
、
日
本
語
の
歴
史
を
研
究
す
る
の
が
大
事
だ
」
な
ん
て
、

わ
け
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
書
い
た
り
す
る
の
と
同
じ
よ
う
な
側
面
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
を
記
し
た
大
槻
は
、
他
の
と
こ
ろ
で
も
同
種
な
こ

と
を
書
い
て
い
ま
す
の
で
、
や
や
本
気
で
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
言
わ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
が
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
あ
る
種
の
問
題
を
積
み
残

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
私
の
お
話
は
こ
こ
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

で
い
た
ア
イ
ヌ
の
人
々
ら
先
住
民
族
は
「
旧
土
人
」
と
さ
れ
、
保
護
政
策
の
対
象
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
子
弟
に
は
「
国
語
」
に
よ
る
学
校
教
育
が
授
け
ら

れ
、
彼
ら
の
民
族
言
語
が
教
室
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
南
の
琉
球
は
、
一
連
の
琉
球
処
分
の
結
果
、
琉
球
王
朝
が
廃
さ
れ
、
沖
縄
県

と
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
他
の
地
域
に
先
ん
じ
て
、「
東
京
の
言
葉
」
に
よ
る
言

語
教
育
が
試
み
ら
れ
（『
沖
縄
対
話
』、
明
治
一
三（
一
八
八
〇
）
年
。
図
8
）、
そ

の
後
も
、「
方
言
札
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
方
言
否
定
を
伴
う
強
力
な
標
準
語

教
育
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
す
で
に
触
れ
た
通
り
、
台
湾
・
朝
鮮
で
も
、

「
国
語
」
化
が
推
進
さ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、
教
育
現
場
等
で
の
、
現
地
言
語
に
対
す

る
施
策
に
は
揺
れ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
部
分
的
に
認
め
ら
れ
る
時
期
も
あ
り
ま

す
）。先

に
取
り
上
げ
た
『
口
語
法
別
記
』
端
書
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
言
で
、
し
め

く
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

図８　『沖縄対話』（国立国会図書館  蔵）


